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【各府省への主な提言項目】

内閣官房

内閣府

文部科学省

（共 通）

１ 子どもの権利（意見表明）の尊重

【将来世代が希望をかなえられる社会を目指した提言：１（1）】

① こども基本法に掲げる基本理念の周知・啓発

② 政策に子どもの意見を反映する仕組みの構築

内閣官房

内閣府

２ 子ども政策の推進体制の強化

【将来世代が希望をかなえられる社会を目指した提言：１（2）】

こども家庭庁の設置にあたり、権限・予算・人員の確保・充実

文部科学省

３ スクールソーシャルワーカー等の配置拡充

【誰ひとり取り残さない社会を目指した提言：１（3）イ】

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの

常勤による配置拡充

厚生労働省

４ 母子保健と子育て支援の連携促進

【将来世代が希望をかなえられる社会を目指した提言：２（2）ア】

（仮称）こども家庭センターの人員や支援内容の早期明示

５ 県域を越える児童虐待事案への広域連携の促進

【誰ひとり取り残さない社会を目指した提言：２（2）オ】

円滑かつ的確にケース対応するための

全国的なガイドラインの構築
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１ 子どもの権利（意見表明）の尊重
［将来世代が希望をかなえられる社会を目指した提言：１(1)］
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＜内閣官房＞＜内閣府＞
＜文部科学省＞

○ 国において、子ども施策を策定・実施・評価するに当たっては、当事
者である子ども等の意見を反映する仕組みを構築すること

○ 国民や事業者等の関心と理解を深めるための周知・啓発等を行うこと

１．提言の趣旨

国内法において、子どもの権利・意見表明が明示されたことは意義が
ある
子どもを取り巻く環境が多様化・複雑化する中、当事者である子ども
の意見の反映は重要
子どもの権利を保障する条例を制定し、子どもの意見を施策に反映す
る仕組みを構築している自治体もある

２．現状・課題

子どもの権利をめぐる現状

○ 国において施策を策定し、実施し、評価する際に、子どもの意見を反
映する仕組みづくりをお願いしたい

○ 子どもの権利に関する社会全体の意識の醸成に向けて、国民や事業者
等に対する働きかけや周知・啓発をお願いしたい

１

キッズ・モニターアンケート（三重県）

北海道子どもの未来づくり審議会
「子ども部会」（北海道）

子どもの意見反映に関する自治体の取組例



２ 子ども政策の推進体制の強化
［将来世代が希望をかなえられる社会を目指した提言：１(2)］

○ こども家庭庁の設置に当たり、権限・予算・人員の確保・充実を図る
こと

１．提言の趣旨

２．現状・課題

家族政策全体の財政的な規模は、欧
州諸国と比較して小さい
ＧＤＰに対する子ども関連の政府支
出をＯＥＣＤ加盟国の平均並みに引
き上げが必要

（１） 財源の確保が必要
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「少子化社会対策白書」（平成28年版、
令和4年版）を基に作成

各国の家族関係社会支出の対ＧＤＰ比

障害児への支援の抜け落ち、いじめ防止対策への役割分担と連携など、
所管がまたがる取組への不安
子ども家庭庁や新たに置かれる大臣のリーダーシップに期待

（２） 新たな分断への懸念

○ 子育て世帯への負担軽減策を含め、子ども政策関連予算の大幅な拡大
をお願いしたい

○ こども家庭庁が中心となって、子どもたちにとって最善となる仕組み
づくりをお願いしたい

いじめ
防止対策

２

○ 発達障害者支援法
厚生労働省社会・援護局障害保健福

祉部の所管する障害児に対する支援に
係る部分は厚生労働省とこども家庭庁
の共管

○ 障害者の日常生活及び社会生活を
総合的に支援するための法律
障害児に対する支援を担うこども家

庭庁と障害者施策全般を担う厚生労働
省の共管

障害児支援


